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７月15日と16日、山田漁港とオランダ島を会場に「オラン
ダ島まつり＆ビーチフェスタ」が開かれ、２日間で6,500人
の家族連れなどが訪れました。オランダ島会場で行われた
ビーチサンダル飛ばしでは、19.1㍍の大会新記録が飛び出し、
砂浜には子供たちの歓声が響き渡っていました。
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日　　時 場　　所 状　　　　況 不審者の特徴

【２】

宮
古
警
察
署
山
田
交
番
に
よ
る
と
、

町
内
で
の
不
審
者
に
よ
る
児
童
生
徒

へ
の
声
掛
け
は
平
成
十
七
年
に
五
件
、

今
年
は
一
月
か
ら
七
月
ま
で
で
す
で

に
五
件
発
生
（
下
表
参
照
）
し
て
お

り
、
今
後
も
同
様
の
事
例
が
発
生
し

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

昨
年
四
月
、
宮
古
警
察
署
の
呼
び

掛
け
に
よ
り
、
登
下
校
時
の
児
童
生

徒
の
安
全
を
見
守
る
「
こ
ど
も
安
全

支
援
隊
」
が
各
小
学
校
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
七
月
二
十
四
日
現
在
、
隊

員
数
は
町
全
体
で
九
十
八
人
に
上
り
、

同
隊
は
登
下
校
時
に
学
区
内
を
巡

回
し
た
り
、
一
斉（
集
団
）下
校
に
付

き
添
っ
た
り
す
る
な
ど
、
見
回
り
や

見
守
り
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
だ
け
で
な

く
民
生
児
童
委
員
や

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

学
校
や
各
団
体
で
も
独
自
の
活
動

そ
の
ほ
か
、
学
校
で
独
自
に
行
っ

て
い
る
活
動
と
し
て
、
山
田
南
小
学

子
供
た
ち
が
安
心
で
き
る
町
に

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
を
事
件
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
や
学
校
な
ど
で
さ

る
可
能
性
も
あ
り
、
も
は
や
対
岸
の
火
事
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

る
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
一
歩
間
違
え
ば
凶
悪
な
犯
罪
に
発
展
す

し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
児
童
生
徒
が
不
審
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

最
近
、
全
国
的
に
小
さ
い
子
供
を
狙
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生

「
こ
ど
も
安
全
支
援
隊
」を
結
成

校
と
学
区
内
の
教
育
機
関
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
な
ど
で
構
成
す
る
次
世
代
育

成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
佐
藤
忠

暉
会
長
・
二
十
九
団
体
）
で
は
黄
色

い
ペ
ナ
ン
ト
を
作
製
し
、
通
学
路
沿

線
の
家
庭
な
ど
に
配
布
。
ペ
ナ
ン
ト

を
玄
関
な
ど
に
掲
げ
て
も
ら
い
、
児

童
の
見
守
り
と
体
調
不
良
な
ど
で
助

2月23日
午後5時半ころ 織笠地区

下校途中の女子中学生が道端で
ズボンを下ろしている男を目撃。
男は自転車で逃走した。

40歳くらい、身長170㌢く
らい、やせ型、ジャージ姿
の男

4月10日
午後6時半ころ 織笠地区

下校途中の女子高校生 2人に対
し、近づいてきた男がひわいな
言葉を掛けてきた。

40歳～50歳、身長165㌢
くらい、中肉の男

4月13日
午後4時半ころ 飯岡地区

下校途中の女子高校生2人に、近
づいてきた車から不審な男が声
を掛けてきた。

黒っぽい車に乗った20代後
半の男

4月19日
午後1時50分ころ 大浦地区

男子小学児童に、「お母さんが山
田に行ったから一緒に行こう」と
誘い、車に乗せようとした。

黒い野球帽、黒のサングラ
ス、白いマスク、黒のジャ
ンバーを着た男

4月27日
午前11時ころ 織笠地区

女子高校生が車で近づいてきた不
審な男から声を掛けられ、メモを
渡された。

20代後半、身長175～180
㌢くらい、中肉、チェック
柄のシャツ、黒の乗用車

◆不審者による児童生徒への声掛け発生状況　　　　　　　〔平成18年〕

７月19日に行われたこども安全支援
隊による一斉下校の様子（山田地区）

【３】

け
を
求
め
て
き
た
場
合
の
対
応
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

大
浦
小
学
校
で
は
、
昨
年
作
成
し

た
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
危

険
場
所
の
点
検
と
マ
ッ
プ
作
り
を
計

画
。
児
童
た
ち
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

方
々
と
協
力
し
て
、
年
内
の
完
成
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
以
外
で
も
山
田
Ｂ
Ｂ

Ｓ
会
（
川
石
睦
会
長
・
会
員
三
十
八

人
）
で
は
、
通
学
時
間
で
あ
る
午
前

八
時
と
午
後
三
時
に
外
出
し
て
子
供

の
安
全
を
見
守
る
「
８ハ

チ

３さ
ん

運
動
」
へ

の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

子
供
た
ち
は
明
日
の
山
田
を
支
え

る
「
地
域
の
宝
」。
そ
の
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
町
に
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
こ
ど
も
安
全
支
援

隊
な
ど
に
参
加
し
て
い
な
い
方
も
、

登
下
校
の
時
間
に
外
出
す
る
よ
う
に

し
た
り
、
通
学
す
る
子
供
た
ち
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

立
派
な
見
守
り
の
活
動
に
な
る
ほ
か
、

人
が
外
に
い
る
こ
と
で
、
犯
罪
を
抑

制
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

各
学
校
は
夏
休
み
に
入
り
、
子
供

た
ち
は
大
人
の
目
を
離
れ
て
外
で
遊

ぶ
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
外
で
遊

ん
で
い
る
子
供
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、

少
し
だ
け
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

最近のニュースを見るたびに、
同年代の子供を持つ親として心配
になります。子供には知らない人
にはついていくなとか、できるだ
け人通りの多い道を通学するよう
にと言っています。地域の大人と
子供たちが普段から接する機会を
持つことで、子供たちが安心して
通学できる環境がつくられるよう
に、各団体と協力し合って取り組
んでいきたいと考えています。

安
全
に
通
学
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
た
い

町ＰＴＡ連合会会長

佐 藤 吉
よし

孝
たか

さん
（八幡町・44歳）

以前から北小おやじの会で同様
の活動を行ってきていましたが、
最近の事件を見て、やはり地域で
子供たちを守ることは大事なこと
だと思います。普段は個人で時間
の都合がつく限り見回りなどを
行っていますが、定期的に隊員が
集まって巡回する「見える活動」
も実施したいと考えています。隊
員以外の方でも、協力できる方は
見回りに参加してほしいですね。

隊
員
以
外
の
方
も

積
極
的
な
参
加
を

こども安全支援隊

藤 原 義
よし

光
みつ

さん
（北浜町・57歳）

本校では、地域の方や北小おや
じの会、交通指導隊などの皆さん
のご協力により、毎朝の登校指導
やこども安全支援隊の皆さんによ
る放課後巡視などの活動に取り組
んでいます。子供たちを安全に登
下校させるためには、学校だけで
は限界がありますので、地域の方
やＰＴＡとの協力が欠かせませ
ん。これからも地域ぐるみでの活
動を続けていきたいと思います。

地
域
と
の
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
す

山田北小学校校長

菅 野 宏
こう

郎
ろう

さん
（宮古市・59歳）

宮古警察署山田交番所長

鬼 同 　 健
けん

さん
（中央町・57歳）

いかない
知らない人にはついていかない。

のらない
知らない人の車には乗らない。

おおごえをだす
自分や友達が連れていかれそうになっ

たら、「たすけて」と大きな声を出す。

すぐにげる
大人のいる方や、近くの店や家に逃げる。

しらせる
どんな人が何をしたか、先生や家の人

に知らせる。

1

2

3

4

5

「イカのおすし」は、子供たちが注意するべ
きことを警視庁が分かりやすくまとめた標語で
す。地域や学校、ＰＴＡなどで子供たちを守る
のはもちろん重要なことですが、一方的に守る
だけでは一人になったとき何もできず、子供た
ちにとって良くないことだと思います。子供た
ちに自分の身を守る手段を教えてあげることも
大切ですね。

身を守る手段を
教えるのも大切



【４】

「
成
績
発
表
で
自
分
の

名
前
が
呼
ば
れ
た
と
き
は
、

あ
ま
り
の
驚
き
に
し
ば
ら

く
立
て
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
話
す
佐
々
木
ゆ
み
子
さ

ん
。
六
月
二
十
五
日
に
平

泉
町
で
行
わ
れ
た
南
岩
手

杯
全
国
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
初
出
場
な
が
ら
も
見

事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
選

ば
れ
た
の
ど
自
慢
百
五
十

人
が
参
加
。
佐
々
木
さ
ん

は
「
出
場
者
は
各
種
大
会

で
優
勝
し
て
い
る
実
力
者

「
歌
で
慰
問
先
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
喜
ば
れ
た
り
、
街

で
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
『
民
謡
頑

張
っ
て
ね
』
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り

と
、
民
謡
を
通
じ
て
人
と
触
れ
合
う

機
会
が
増
え
た
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
ん

だ
、
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
優
勝

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
意
欲
を

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

介
護
施
設
な
ど
へ
慰

問
に
行
く
な
ど
、
社

会
福
祉
活
動
に
も
力

を
注
ぐ
佐
々
木
さ
ん
。

ぞ
ろ
い
で
賞
に
は
絶
対
入
れ
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

こ
の
大
会
で
佐
々
木
さ
ん
が
歌
っ

た
歌
は
「
秋
田
長
持
唄
」。
佐
々
木

さ
ん
が
好
き
な
歌
の
一
つ
で
し
た
が
、

独
特
な
曲
調
で
難
し
い
た
め
、
自
分

に
は
無
理
だ
と
歌
う
の
を
あ
き
ら
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
自
分
が

好
き
な
こ
の
歌
を
歌
っ
て
み
た
い
」

そ
の
一
心
で
指
導
者
の
新
保
公
さ
ん

と
猛
特
訓
。
今
で
は
最
も
得
意
と
す

る
歌
に
な
り
ま
し
た
。

自
ら
が
所
属
す
る
山
田
民
謡
伝
承

会
（
阿
部
實
会
長
・
会
員
十
人
）
で

民
謡
通
じ
人
の
役
に
立
て
た
ら

南岩手杯全国民謡コンクールで優勝した

佐々木ゆみ子さん（船越・47歳）

場登民町
106

「
漁
民
宰
相
」と

し
て
親
し
ま
れ
た

元
首
相
の
故
鈴
木

善
幸
さ
ん
を
顕
彰

す
る
会
が
設
立
さ

れ
、
そ
の
総
会
が

七
月
二
日
、
町
中

央
公
民
館
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
設
立
の

趣
旨
に
賛
同
し
た

沿
岸
市
町
村
長
や

漁
協
関
係
者
、
町

内
の
各
種
団
体
の
代
表
な
ど

六
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
準
備
会
会

長
の
沼
崎
喜
一
町
長
が
「
こ

の
事
業
は
後
世
に
善
幸
さ
ん

の
遺
徳
を
伝
え
る
た
め
、
何

と
し
て
も
成
功
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
規
約
の
制
定
や
役
員

を
選
定
し
、
沼
崎
町
長
が
会

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
会
は
生
誕
百
年
と
な
る

二
〇
一
一
年
に
鈴
木
善
幸
像

と
顕
彰
碑
の
建
立
、
鈴
木
善

幸
記
念
館
建
設
基
金
の
積
み

立
て
を
主
な
事
業
と
し
、
資

金
と
し
て
三
千
万
円
を
目
標

に
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北浜町の湊多喜郎さん（74）
が、このほど人権擁護委員に
再任され、法務大臣から７月
１日付けで委嘱されました。
任期は向こう３年間です。
人権擁護委員は、わたした

ちの基本的人権が侵されない
よう監視し、万が一侵害され
たときは、救済のため適切な
措置をとることなどを任務と
しています。

◆本町の人権擁護委員 �湊多喜郎
（�82－5865）�吉田�右エ門（�
84－2549）�港安子（�84－2269）
�田代省平（�82－2584）�内田真
由美（�86－3292） 《敬称略》

人
権
擁
護
委
員
に
湊
さ
ん
を
再
任

人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
た
湊
多

喜
郎
さ
ん

鈴木善幸元内閣総理大臣を顕彰する会を設立

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

「善幸さん」の
遺徳を後世に

７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子７月２日に行われた総会の様子
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県
中
総
体
で
山
中
が
大
健
闘

相
撲
や
柔
道
な
ど
で
上
位
入
賞

第
五
十
三
回
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
が
七
月
十
五
日
か
ら
十
七

日
ま
で
行
わ
れ
、
山
田
中
学
校
の

選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

県
営
武
道
館
相
撲
場
で
行
わ
れ

た
相
撲
競
技
で
は
、
個
人
二
年
の

部
に
荒
川
平
君
が
出
場
。
決
勝

リ
ー
グ
で
は
ほ
か
の
選
手
を
寄
せ

付
け
ず
、
五
戦
全
勝
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
全
国
大
会
代

表
決
定
戦
で
も
荒
川
君
は
、
準
決

勝
で
敗
れ
た
も
の
の
第
三
代
表
決

定
戦
で
勝
利
し
、
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

柔
道
競
技
は
県
営
武
道
館
で
行

わ
れ
、
女
子
団
体
で
山
田
中
は
決

勝
戦
で
野
田
中
と
対
戦
。
２
対
０

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
堂
々
の
準
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
女
子
個
人
で
は
63

�
級
で
鈴
木
夕
葵
さ
ん
が
準
優
勝
、

同
52
�
級
で
上
林
知
瑛
子
さ
ん
が
３

位
、
同
57
�
級
で
福
士
夏
実
さ
ん
が

３
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
は
盛
岡
市
の

太
田
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
山
田
中
は

男
子
団
体
で
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決

勝
リ
ー
グ
へ
と
進
出
。
リ
ー
グ
戦
を

一
勝
二
敗
で
終
え
、
見
事
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
部
で

も
福
士
大
輝
・
松
本
恒
太
組
が
３
位

に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

こ
の
結
果
、
相
撲
個
人
二
年
の
部

で
荒
川
君
、
柔
道
女
子
団
体
と
女
子

個
人
63
�
級
の
鈴
木
さ
ん
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
子
個
人
の
福
士
・
松
本
組

が
そ
れ
ぞ
れ
東
北
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
て
い
ま
す
。

◆
団
体
出
場
選
手
　
柔
道
女
子
…

佐
々
木
宥
茄
、
鈴
木
夕
葵
、
福
士

夏
実
、
臼
井
智
美
（
以
上
三
年
）、

上
林
知
瑛
子
（
二
年
）

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
男
子
…
福
士
大
輝
、
松
本

恒
太
、
泉
川
陽
、
五
十
嵐
公
介
、

佐
藤
直
紀
、
佐
々
木
智
大
（
以
上

三
年
）、
山
�
康
浩
（
二
年
）、
佐

藤
悠
介
（
同
）

《
敬
称
略
》

七
月
八
日
に
県
営
武
道
館
で
行
わ

れ
た
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
県
代
表
選
手
選
考
会
で
、

荒
川
君
が
準
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

荒
川
君
が
中
学
生
相
撲

選
手
権
で
全
国
大
会
へ

第35回岩手県少年軟式野球大会兼第23
回全日本軟式野球大会の岩手県予選が開
催され、豊間根中野球部が準優勝する活
躍ぶりを見せました。
大会は６月24日、25日と７月１日に町

総合運動公園野球場などで開催され、県
内から30チームが参加。豊間根中は僅差
で競り合う熱戦を繰り広げながら勝利を収め、決勝へ
と進出。決勝戦では強豪の福岡三葉クラブ（二戸市）
と対戦し０対９で敗れましたが、創部以来初の準優勝
に輝きました。
７月８日には町総合運動公園野球場で開催された全

日本軟式野球大会東北Ｂブロック予選に出場し、弘前

一中クラブ（青森県）に０対２で惜しくも敗れていま
す。また、７月29日には青森県平川市で開催された第
10回東北学童少年軟式野球兼ベースボール・マガジン
社杯争奪野球大会に出場し、塩釜一中クラブ（宮城県）
に０対２で敗れましたが、県代表として堂々としたプ
レーを随所に見せていました。

第３５回岩手県少年軟式野球兼
第２３回全日本少年軟式野球大会

豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝豊間根中が初の準優勝

準優勝の喜びに沸く豊間根中野球部選手の皆さんと長
谷川勝監督（後列左端）、尾形英一コーチ（後列右端）

相撲で全国大会と東北大会
への出場を決めた荒川平君

団体と個人で上位に入賞した柔道部女子

団
体
と
個
人
で
そ
れ
ぞ
れ
３
位

に
入
賞
し
た
テ
ニ
ス
部
男
子

県
中
総
体
で
山
中
が
大
健
闘

相
撲
や
柔
道
な
ど
で
上
位
入
賞
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やまざきあゆみちゃん
（わかき保育園・６歳）

秋
恒
例
の
町
民
芸
術
祭
が
待
ち
遠

し
い
。
と
言
う
の
も
過
去
七
、
八
年

以
前
か
ら
自
分
な
り
の
愚
作
品
が
連

続
金
賞
に
な
り
、
フ
ァ
イ
ト
が
沸
い

て
き
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
わ
た

し
の
場
合
、
高
齢
者
大
学
の
部
門
で

年
配
の
出
品
者
を
喜
ば
す
た
め
の
意

欲
を
も
た
ら
す
賞
か
な
と
理
解
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て

ま
た
シ
ー
ズ
ン
が
迫
る
と
、
描
く
題

材
に
悩
む
こ
と
も
あ
る
が
、
何
と
か

来
る
秋
の
愚
作
品
も
完
成
し
ホ
ッ
と

し
て
い
る
。
ボ
ケ
防
止
に
欠
か
せ
な

い
気
が
し
て
い
る
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
80
歳
）

待
ち
遠
し
い
秋
の
町
民
芸
術
祭

続
、
バ
ナ
ナ
│
│
。
昭
和
三
十
年

代
こ
ろ
に
、
家
内
と
二
人
で
町
の

ス
ー
パ
ー
へ
開
店
の
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
唐
突
に
店
の
管

理
人
を
頼
ま
れ
て
、
工
事
中
だ
っ
た

の
に
管
理
人
室
で
夫
婦
泊
り
が
け
の

お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
チ

ラ
シ
で
開
店
日
が
予
告
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と

連
日
の
突
貫
工
事
で
し
た
。
毎
日
頭

に
ガ
ン
ガ
ン
響
く
か
ま
び
す
し
い
音
、

山
田
よ
い
と
こ
好
き
な
町（
五
）

【７】 【６】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

デ
ィ
ッ
シ
ュ
系
（
と
て
も
お
い
し
い
）

と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
は
体
験
し
て
分

か
っ
て
い
た
。
バ
ナ
ナ
も
い
ろ
い
ろ

人
も
い
ろ
い
ろ
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
か
し
い

味
が
あ
っ
て
奥
深
く
楽
し
い
。
い
ま

や
飽
食
の
時
代
。
顧
み
れ
ば
老
い
の

身
に
今
昔
が
染
み
る
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
山
田
北
州

（
山
田
・
85
歳
）

昭
和
二
十
年
の
終
戦
を
境
に
し
た

戦
前
と
戦
後
、
戦
前
派
の
わ
た
し
た

ち
が
食
べ
て
い
た
バ
ナ
ナ
と
い
え
ば

ほ
と
ん
ど
が
台
湾
バ
ナ
ナ
で
し
た
。

わ
た
し
も
台
湾
物
の
味
に
ど
っ
ぷ
り

と
な
じ
み
、
戦
後
世
界
中
か
ら
輸
入

さ
れ
て
来
る
バ
ナ
ナ
の
味
が
口
に
合

う
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
年
数
を
要
し
ま

し
た
。
同
年
代
の
皆
さ
ん
は
ど
う
で

し
た
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
若
い
と

き
に
南
洋
で
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
わ
た
し
は
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー

ツ
の
バ
ナ
ナ
も
大
き
な
馬
バ
ナ
ナ
、

小
さ
い
モ
ン
キ
ー
バ
ナ
ナ
、
先
端
が

細
い
グ
ロ
ス
系
（
ち
ょ
っ
と
味
が
落

ち
る
）、
先
端
ま
で
太
い
キ
ャ
ビ
ン

な
に
や
ら
分
か
ら
ぬ
薬
品
の
鼻
を
つ

く
刺
激
的
な
臭
い
な
ど
に
悩
ま
さ
れ

る
毎
日
で
し
た
。
で
も
工
事
は
順
調

に
進
み
、
開
店
が
間
近
に
な
っ
た
こ

ろ
家
内
は
肉
の
販
売
を
、
わ
た
し
は

魚
介
類
と
青
果
物
を
担
当
す
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
た
が
、
家
内
は
早
速
一

関
市
の
肉
屋
の
大
店
へ
勉
強
に
行
き

ま
し
た
。
わ
た
し
の
方
は
、
魚
介
類

は
一
応
経
験
あ
る
が
青
果
に
は
知
識

が
無
か
っ
た
の
で
、
急
き
ょ
仙
台
の

大
型
店
へ
講
習
を
受
け
に
行
き
ま
し

た
。
他
県
か
ら
の
人
々
も
た
く
さ
ん

来
て
い
て
、
一
緒
に
受
講
し
ま
し
た
。

講
義
中
に
先
生
が
、「
日
本
で
バ

ナ
ナ
を
一
番
食
べ
る
県
は
ど
こ
で
す

か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
が
、
誰
も
答
え

な
か
っ
た
。
講
師
は
、「
日
本
一
は

青
森
県
で
す
」
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が

ら
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
「
バ
ナ
ナ
が

良
く
売
れ
る
と
リ
ン
ゴ
が
売
れ
な
く

な
る
。
だ
か
ら
青
森
の
人
た
ち
は
バ

ナ
ナ
憎
し
や
と
、
も
り
も
り
と
た
く

さ
ん
食
べ
る
の
で
す
」
と
…
。
こ
の

話
、
本
当
か
ど
う
か
ち
ょ
っ
と
ま
ゆ

つ
ば
も
の
の
よ
う
な
気
も
す
る
が
、

現
在
は
ど
こ
の
県
が
日
本
一
な
の
で

し
ょ
う
。

映
画
上
映
会
へ
の
協
力
に
お
礼

五
月
十
四
日
に
開
催
し
た
山
田
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
主
催
の
映
画「
待
合
室
」山
田

上
映
会
に
多
数
の
ご
来
場
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
こ
の
た
び
同
上
映
会
の

千
葉
に
就
職
し
て
二
十
八
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
原
稿
の
依
頼
を
い
た

だ
い
た
と
き
、
こ
ち
ら
で
の
生
活
の

ほ
う
が
山
田
で
過
ご
し
た
時
間
よ
り

ず
っ
と
長
い
ん
だ
な
と
、
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
盆
と
正
月
に
は
山

田
に
帰
っ
て
、
何
日
か
い
い
空
気
を

吸
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
七
年
前
に
二
十
年
勤
め

た
会
社
を
辞
め
、
九
人
で
今
の
会
社

を
始
め
ま
し
た
。
み
ん
な
の
頑
張
り

道
施
設
の
設
備
工
事
（
ポ
ン
プ
、
電

気
、
発
電
機
設
備
な
ど
）、
民
間
で
は

銀
行
の
空
調
設
備
工
事
な
ど
で
す
。

会
社
の
経
営
状
態
は
ま
だ
ま
だ
安
定

し
た
状
態
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

一
年
一
年
が
勝
負
で
す
。

子
供
は
二
人
お
り
、
下
の
子
は
高

校
二
年
生
の
女
の
子
。
し
ば
ら
く
現

役
で
汗
を
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
先
輩
の
方
々
、
同
級
生
の
皆
さ
ん
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

で
創
設
か
ら
七
年
間
、

一
度
の
赤
字
も
出
さ
ず

に
何
と
か
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。
会
社
と
し
て

は
設
備
工
事
会
社
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
主
な

仕
事
の
内
容
は
上
下
水

ふる里山田同郷の会幹事
千葉県千葉市

菊 地 宏
あつ

夫
お

さん（52歳）
〔中央町出身〕

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ（
14

）

片
岡
樹
李（
14
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
☆
キ
ウ
イ（
？
）

お
も
ち
★（
？
）

ま
め
っ
ち（
11
）

高橋和也（６）

湘
南
爆
走
族
☆（
12

）

高
橋
直
也（
９
）

ち
っ
ち
ゃ
い
君（
16
）

福
士
結
衣（
？
）

た
ま
ご
っ
ち
さ
ん（
11
）

佐
々
木
那
緒
登（
６
）

益
金
約
四
万
七
千
円
を
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
資
金
と
し
て
町
内
三
つ
の

幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）
に
贈
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
同
会

の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
会
長
　
川
石
睦

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

潮
騒
ぐ
船
越
港
の
朝
明
け
を

サ
ン
マ
船
か
も
今
し
行
出
ゆ
く

菊
地
孝
進
（
船
越
・
84
歳
）

朝
霧
も
森
の
緑
も
郭
公
の

鳴
く
声
包
み
て
夏
は
来
ぬ
や

沼
�
悦
子
（
船
越
・
64
歳
）

合
併
論
夢
の
先
で
す
お
ら
が
町

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
79
歳
）

オランダ島で清掃活動
7月9日、山田ＢＢＳ会（川石睦会長・会員38人）

主催の「オランダ島清掃活動」が行われました。海
水浴シーズンを前に観光客に気持ちよく楽しんでも
らおうと2年前から実施しているもので、今年は同
会の会員や町観光協会、マリンツーリズム山田、山
田の魅力発信実行委員会のメンバーら25人が参加。
海岸周辺に漂着した清涼飲料水のペットボトルや空
き缶、発泡スチロールなどのゴミを拾い集めたほか、
草刈り機を使って津波の際に避難路になる遊歩道の
草刈りに汗を流しました。約2時間の作業で海水浴
場はきれいによみがえりました。

赤松林道の草刈り奉仕
有志でつくる「長崎地区土曜会」（後藤清郎会長・

会員11人）が7月15日、22日、23日の3日間、奉仕
活動として赤松林道の草刈りを行いました。日ごろ
長崎地区の住民が健康のためウオーキングコースと
して利用している同林道に草が生い茂り危険である
ことから、初めて行ったものです。会員の皆さんは
草刈り機で道路脇の草を刈り取ったほか、空き缶な
どのごみを丁寧に拾い集めました。後藤会長は「自
分たちが利用する所は自分たちで環境を整えること
も必要だと思います。これからもこの活動を続け、
地域に貢献していきたい」と話していました。

皆さんのご協力に感謝!!

い

で



【８】

県
民
体
育
大
会
・
相
撲
競
技
の
町

村
の
部
団
体
で
、
本
町
チ
ー
ム
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
大
会
は
七
月
八

日
と
九
日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
で

行
わ
れ
、
同
団
体
の
部
に
は
六
チ
ー

ム
が
出
場
。
決
勝
リ
ー
グ
で
本
町

チ
ー
ム
は
五
戦
全
勝
で
圧
勝
し
、
四

年
ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
成
年
個
人
の
部
で
は
、
舛

田
さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

◆
出
場
選
手
　
蒲
野
喜
浩
、
舛
田
克

己
、
加
藤
紀
彦
、
黒
澤
寛《

敬
称
略
》

県
民
体
育
大
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
六
十
五
歳
以
上
の
部
で
、
本
町

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
は

七
月
八
日
と
九
日
に
一
関
市
で
行
わ

れ
、
県
内
か
ら
三
十
一
チ
ー
ム
が
参

加
。
試
合
は
八
試
合
の
成
績
を
競
う

形
式
で
行
わ
れ
、
本
町
チ
ー
ム
は
六

勝
二
敗
で
二
年
ぶ
り
六
度
目
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

◆
出
場
選
手
　
豊
間
根
和
七
、
佐
藤

光
夫
、
大
町
チ
ヨ
、
及
川
た
よ
、

中
村
キ
ミ
ヨ
、
佐
々
木
善
助
、
三

ケ
尻
キ
ノ
ヱ
、
O
々
木
三
由

《
敬
称
略
》

「鯨と海の絵画コンテスト」の表彰式が７月22日、
鯨と海の科学館で行われました。今年で７回目とな
る同コンテストには、町内の小学生から1,098通の
応募がありました。式には同コンテストで入賞した
27人のうち19人が出席。阿部哲雄館長から入賞者一
人一人に賞状と記念品が手渡されました。入賞した
皆さんは下記のとおりとなっています。
なお、同館では応募作品の展示会を９月30日まで

開催しています。応募されたすべての作品が展示さ
れていますので、どうぞご来場ください。

●コンテストに入賞した皆さん
◆低学年（1・2年）の部
最優秀賞…木下葵（山田南小1年）
優 秀 賞…溝上詩織（同 2年）、甲斐谷こころ
（同1年）、山崎翔偉（船越小2年）
努 力 賞…平石志菜（山田南小2年）、佐藤真歩
（同1年）、武藤広太郎（同1年）、中村奈緒（大
沢小2年）、齋C麻衣（荒川小2年）
◆中学年（3・4年）の部
最優秀賞…金浜百果（山田南小3年）
優 秀 賞…福士諒（山田南小 3年）、山i千穂
（同3年）、佐々木栞奈（船越小4年）
努 力 賞…小國剛大（山田南小3年）、中屋脩平
（山田北小3年）、長根芽吹（船越小4年）、山i
安紗（同3年）、昆雅人（織笠小4年）
◆高学年（5・6年）の部
最優秀賞…佐藤観樹（船越小6年）
優 秀 賞…佐々木遥（山田南小5年）、川端美緒
（船越小6年）、佐藤知子（轟木小6年）
努 力 賞…佐々木馨一（船越小6年）、漉磯早穂
（大浦小5年）、倉澤祐稀（轟木小5年）、糠森和
（同5年）、木村洋人（豊間根小6年） 《敬称略》

町内から1,098通の応募

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

65
歳
以
上
の
部
で
頂
点
に

相
撲
団
体
で
４
年
ぶ
り
の
優
勝

第57回岩手県民体育大会

２年ぶりの優勝に喜びの本町
ゲートボールチームの皆さん

団体で優勝した本町チームの皆さんと山田
相撲協会の湊謙会長（後列右から２人目）

７
月
22
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
の
様
子



【９】

県知事杯争奪第45回県下少年剣道大会で、山田斉心館
が3位に入賞しました。大会は6月18日、県営武道館で
行われ、小学生の部には115チームが参加。初戦から順調
に勝ち進んだ山田斉心館は準決勝で軽米雁舞館（軽米町）
と対戦。惜しくも0対4で敗れましたが、堂々の上位入
賞を果たし、2年連続で全国大会への出場を決めました。
◆出場選手　堀合亮平（織笠小5年）、福士紀之（山田南
小6年）、佐々木正純（織笠小6年）、中村美里（轟木小
6年）、黒澤貴（山田南小6年）、千葉直樹（織笠小5年）

嵯峨流藤舞会から町に善意

福祉向上にと１０万円を寄付

剣道大会
県下少年 山田斉心館が3位入賞

２年連続で全国大会へ出場

今月の題字

菊 地 和 人君
（織笠小6年）

かず と

7月5日、日本舞踊の嵯峨流藤舞会（北田美津子会主）
が町に10万円を寄付しました。町内外約60の企業・団体
の協賛により6月25日に町中央公民館で開催した嵯峨流
藤舞会チャリティー公演の益金を贈ったもので、贈呈式
には北田会主ら5人が役場を訪問。北田会主が「町の福
祉向上に役立ててください」と沼崎喜一町長に寄付金を
手渡しました。これに対し沼崎町長は「大切に使わせて
いただきます」とお礼の言葉を述べました。

画　　　家
ロシア出身 フェドロフさんが来町

山中生徒に絵のアドバイス
7月21日、ロシア出身の画家ユージーン・フェドロフ

さん（アメリカ在住・42歳）が山田中学校を訪れ、美術部
部員17人に絵画の指導を行いました。これは、7月22日
から24日までびはんホールで開かれた「現代国際巨匠絵
画展」に合わせて行われたものです。フェドロフさんは、
生徒たちが描いた水彩画2作品を見て「皆さんの個性が
出ていて、とても良い作品ばかりです。自分の頭や心の
中にあるイメージを大切にして、すてきな絵を描いてく
ださい」とアドバイスを送っていました。



保
留
地
４
カ
所
を
販
売
し
ま
す
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【１０】

七
月
二
十
二
日
、
第
五
十
三

回
岩
手
県
相
撲
選
手
権
大
会
が

前
須
賀
の
相
撲
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
山
田
町
で
の
開
催
は
今

回
で
三
回
目
で
す
が
、
十
年
ぶ

り
の
大
会
で
本
町
選
手
の
活
躍

が
目
立
ち
ま
し
た
。
団
体
戦
で

は
本
町
選
手
が
主
力
の
沿
岸
Ａ

チ
ー
ム
が
七
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
し
、
個
人
戦
で
も

一
部
で
は
五
十
嵐
敦
選
手
（
浄

法
寺
高
校
三
年
）
が
6
位
、
二

部
で
は
舛
田
克
己
選
手
（
は
ま

な
す
学
園
）
が
2
位
、
黒
澤
寛

選
手
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
が

4
位
、
五
十
嵐
正
選
手
（
山
田

郵
便
局
）
が
6
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
沿
岸
Ａ
チ
ー
ム
で
は
、

個
人
戦
で
活
躍
し
た
五
十
嵐
敦
、

舛
田
両
選
手
の
ほ
か
に
、
加
藤

紀
彦
選
手（
山
田
町
役
場
）、
蒲

野
喜
浩
選
手
（
シ
ー
サ
イ
ド
か

ろ
）
も
出
場
し
て
優
勝
に
貢
献

し
ま
し
た
。
相
撲
競
技
は
県
北

地
方
が
盛
ん
で
す
が
、
市
町
村

合
併
や
高
校
再
編
で
勢
力
図
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
山
田
町
の
相
撲
協
会
の
皆

さ
ん
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

21日から結核検診を実施
町では、８月21日から９月１日まで町内各地区で結核

検診を行います。結核検診は、結核予防法により65歳以
上の方すべてを対象に年１回受診することが義務付けら
れています。対象となる方には通知書を送付しています
ので、日程表を確認の上、忘れずに受診してください。
通知書は４月１日現在で65歳以上の方に送付していま

すが、検診実施時期までに65歳になる方や通知書が届か
なかった方でも受診することができますので、日時と場
所をお問い合わせの上、直接会場へお越しください。
なお、病院などで受診した方や検診当日に不在の方は、

通知書の「受診しない」欄に理由を書いて、検診会場か
役場保健福祉課へ届けてください。
◆問い合わせ 役場保健福祉課健康管理担当（�82－
3111内線161）へどうぞ。

町
で
は
、
柳
沢
北
浜
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
を
販
売
し
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

購
入
者
は
、
申
込
者
の
中

か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
販
売
す
る
保
留
地
の
概

要
　
下
表
の
と
お
り

▽
申
し
込
み
で
き
な
い
人

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補

助
人
、
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
人

▽
申
し
込
み
方
法
　
役
場
地
域
整
備
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間
　
九
月
一
日
〜
十
五
日

▽
抽
選
保
証
金
　
一
万
円

※
現
地
説
明
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
不
明
な
点
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
会
の
開
催
日
程

▽
期
日
　
九
月
二
十
八
日
（
木
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
九
時
半
〜

▽
場
所
　
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

※
抽
選
会
に
は
原
則
と
し
て
、
申
込
者

ご
本
人
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
地
域

整
備
課
区
画
整
理
担
当
（
内
線
２
５

３
）
へ
ど
う
ぞ
。

保
留
地
４
カ
所
を
販
売
し
ま
す

104.34㎡（約 31坪）

171.10㎡（約 51坪）

741.88㎡（約224坪）

685.10㎡（約207坪）

4,330,100円

6,912,400円

32,197,500円

28,637,100円

◆販売する保留地の概要

柳沢北浜地区土地区画整理事業

山田町地域包括支援セン
ターでは、８月28日から介護
予防教室（65歳以上の方が対
象）を開催するに当たり、同
教室の運営に協力してくれる
ボランティアを募集します。
どなたでも応募できますので、介護予防教室を手伝い

ながら介護予防について一緒に学んでみませんか。介護
予防に興味のある方はぜひご応募ください。
◆活動期間 ８月28日～来年２月末（介護予防教室は２
週間に１回開催する予定です）
◆活動場所 町保健センター
◆活動内容 介護予防教室の会場設営・片付け、受け付
け、体力測定や筋力アップ体操などの補助、健康につ
いての学習・交流の手伝いなど
◆応募期限 ８月18日
◆応募先・問い合わせ 山田町地域包括支援センター
（役場保健福祉課内�82－3136）へどうぞ。

介護予防教室の
ボランティアを募集

*******************

*******************
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まちで出会ったかわいい笑顔
宮古高校吹奏楽部
定期演奏会を開催

宮古高等学校吹奏楽部第44回
定期演奏会が開かれます。第１
部、第２部はアレンジ曲とオリ
ジナル曲のステージ、第３部は
劇を交えたポップスステージが
楽しめます。
�日時　８月12日（土）午後１
時半開演（午後１時開場）
�場所　町中央公民館大ホール
�入場券　大人…350円（当日
400円） 高校生以下…250円
（当日300円）
�入場券取扱所　町中央公民館、
マリンコープＤＯＲＡ
�問い合わせ　県立宮古高等学
校吹奏楽部顧問（高橋、細野
�62－1812）へどうぞ。

新しい専門高校の
校名を募集します

現在の釜石工業高等学校と釜
石商業高等学校が統合し、平成
21年４月から工業科と商業科を
設置する新しい学校として生ま
れ変わります。この新しい専門
高校にふさわしい校名を募集し
ますので、ご応募ください。
�応募方法　役場１階町民ホー
ルの情報公開コーナーに備え
付けの応募用紙に必要事項を
記入し、郵送またはＦＡＸで
応募してください。
※Ｅメールでの応募もできます。
�応募期限　８月31日
�応募先・問い合わせ　釜石地
区総合的専門高等学校（仮称）
整備検討委員会事務局（県立
釜石工業高等学校内 〒026
－0002 釜石市大平町三丁目
２番１号　�0193－22－3029
FAX0193－31－1533）へ。

【１１】

親子エコスクール
皆さんのご参加を

�期日　９月２日～３日
�場所　陸中海岸青少年の家
�内容　森・川・海の生き物や
植物の観察、星空観察、ネイ
チャーゲームなど
�対象　小学校高学年～中学生
とその保護者など
�参加費　無料
�申込期限　８月16日
�申込先・問い合わせ　宮古地
方振興局保健福祉環境部環境
課（�64－2218）へどうぞ。

各種就職面接会を
宮古と東京で開催

宮古・下閉伊地区ふるさと就
職面接会
�日時　８月13日（日）

午前９時～正午
�場所　宮古市民総合体育館
�対象　Ｕ・Ｉターン希望の社
会人、来春卒業予定の大学・
短大・専門学校の学生、地元
就職希望者（高校生を除く）
�内容　参加企業と就職希望者
の個別相談、各市町村の地域
情報や生活関連情報の提供
�問い合わせ　宮古公共職業安
定所（�63－8609）へどうぞ。
岩手県Ｕ・Ｉターンフェア

�日時　８月27日（日）
午後１時～４時

�場所　東京交通会館12Ｆ（東
京都千代田区有楽町）
�対象　首都圏在住のＵ・Ｉ
ターンを希望する社会人など
�内容　参加企業との個別面談、
就農情報の提供・相談など
�問い合わせ　財団法人ふるさ
といわて定住財団（�019－
653－8976）へどうぞ。

公民館ロビーで
日本画展を開催

やまだ日本画クラブでは、日
本画展を開催します。
�期間　８月２日～12日
�時間　午前９時～午後４時
�場所　町中央公民館ロビー
�内容　日本画約30点の展示
�問い合わせ　町教育委員会事
務局文化担当（内線624）へ。

各種資格を取得し
仕事に役立てよう

介護支援専門員実務研修受講
試験
�受験資格　保健・医療・福祉
分野で５年以上かつ900日以
上の実務経験を有する人など
�試験日時　10月22日（日）

午前10時～
�試験会場　岩手産業文化セン
ター・アピオ、岩手県立大学
（いずれも滝沢村）
�受付期間　８月22日～30日
�申込書の請求先　役場保健福
祉課介護保険担当（内線163）
�申込先・問い合わせ　財団法
人岩手県長寿社会振興財団
（�019－629－2300）へ。
排水設備責任技術者試験

�受験資格　・下水道に関する
技術上の実務経験が１年以上
ある高校卒業以上の人　・土
木工事の実務経験が５年以上
ある人
�試験日時　10月29日（日）

午後１時～
�試験会場　岩手産業文化セン
ター・アピオ（滝沢村）
�受験料　3,000円
�申込先・問い合わせ　８月31
日までに役場地域整備課下水
道庶務担当（内線212）へ。

�月の町長面談日
�日時　８月11日（金）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

�月の行政相談日
�日時　８月17日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

第�回山田町議会臨時会
�日時　８月７日（月）

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。

�自分の身を守るため子供たち
が注意すべきことを分かりや
すくまとめた標語は？
�タコのおすし
�タイのおすし
�イカのおすし

�「鈴木善幸元内閣総理大臣を
顕彰する会」が設立されたの
は７月の何日？
�２日　�12日　�22日

�７月に奉仕活動として、３日
間赤松林道の草刈りを行った
団体は？
�飯岡地区土曜会
�長崎地区土曜会
�長崎地区日曜会

�今号の「１歳になりました」
に登場している赤ちゃん11人
のうち、男の子は何人？
�１人　�２人　�３人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、応募ください。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 ８月21日（当日消
印有効）
☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ｂでした。応募者
数は30通で正解は29通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
川向町＝中村智子（26） 八幡

町＝澤田大輝（６） 長崎＝小林
沙紀（13） 中央町＝長澤和也
（８） 大浦＝沼崎聖奈（？） 織
笠＝坂本恵（16） 大沢＝藤田琉
伽（０） 豊間根＝伊藤有紗（14）、
O々木レミ子（62） 神奈川県川
崎市＝外木宏明（32）〈敬称略〉



広報
８
月
１
日
号

N
o
.8
7
2

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８
│
１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３
│
20

�
０
１
９
３
│
８
２
│
３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。 【１２】
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しゅう

斗
と

（豊間根・通・男）
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なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

８月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

鎌 田 舞
まい

花
か

（八幡町・雅和・女）

鈴 木 　 纏
まとい

（長崎・淳一・女）

白 間 理
り

奈
な

（長崎・敏明・女）

山 � 凉
すず

梛
な

（飯岡・正和・女）

町民のうごき
（ 6 月 1 日～30日）

�出生……15人 �転入……29人
�死亡……19人　　�転出……27人

�人口…20,549人（今月減 2人）
男…9,868人 女…10,681人

�世帯数………………7,267世帯

芳 賀 　 茄
あみ

（豊間根・正善・女）
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幸 和

６月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 溝上淳

じゅん

也
や

（裕教・男）、内舘倫
りん

太
た

郎
ろう

（勝・男）、駿河穂
ほ

奈
な

美
み

（秀一・女）、吉田�
りん

（祐司・女）、佐藤聖
せい

哉
や

（学・男）、武藤愛
あい

果
か

（嘉宜・女）、高橋梨
り

々
り

花
か

（露樹・女）、小原
望
み

鈴
すず

（裕毅・女）
�船越 金澤昂

こう

大
た

（伸泰・男）、佐藤響
きょう

弥
や

（純一・男）、佐々木花
はな

夏
か

（圭志・女）
�織笠 佐藤隆

りゅう

貴
き

（信明・男）
�大沢 花坂友

ゆ

愛
な

（裕史・女）
�豊間根 関大

だい

吾
ご

（智一・男）、外�優
ま

葉
よ

里
り

（隆則・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
佐々木哲司（川向町）・内竹久美子（船越）
山�友勝（大浦）・水車夏江（宮古市）
三野宮広道（大槌町）・K鮎美（山田）
箱石直己（大沢）・袰岩章子（宮古市）
村上孝也（宮古市）・佐々木徳子（織笠）
湊勝利（織笠）・阿部愛（船越）
山田宜幸（長崎）・石崎栄子（宮古市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 佐藤朝太郎（60）、佐藤哲郎（78）、
澤田善男（89）、遠藤まつ子（70）
�田の浜 三浦シノブ（68）
�船越 菊地マサ（80）、.地タ子（88）
�大浦 阿部美智子（72）
�大沢 及川弘喜（70）、福士力男（75）、大
町閏一（71）、川井歌子（75）、鈴木勝美（62）、
福士節郎（73）、熊谷今之助（77）
�豊間根 久保サヨ（80）、佐藤サツ子（72）
�荒川 O藤サメ（95）

佐々木千
ち

尋
ひろ

（豊間根・秀浩・女）
及 川 京

きょう

香
か

（飯岡・新吾・女）
上 林 雄

ゆう

斗
と

（織笠・善博・男）
芳賀みずき

　

（飯岡・力・女）

坂本みなみ
　

（八幡町・一之・女）

地上デジタルテレビ放送は、
2003年（平成15年）12月1日から
関東、中京および近畿の一部にお
いて開始され、今年末までにはす
べての都道府県庁所在地で開始さ
れることとなっています。現行の
地上アナログテレビ放送は、地上
デジタル放送への移行に伴い、
2011年（平成23年）7月24日までに終了します。
岩手県内では、ＮＨＫ盛岡放送局が昨年12月1日から地上デ

ジタルテレビ放送を開始。現在、盛岡市から一関市までの北上
盆地沿いと周辺町村の一部エリアで視聴することができ、今年
10月には同エリア内で民放4局も放送を開始する予定です。県
内各放送局では2011年7月の地上デジタル放送の完全移行に向
け、順次視聴エリアを拡大していくこととしています。
地上デジタル放送を視聴するには、�地上デジタル放送対応

のテレビに買い換える�地上デジタルチューナーを買い足す―
などの方法があります。詳しくは下記へお問い合わせください。
◆問い合わせ
・受 信 相 談…総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談

センター（�0570－07－0101）
・視聴エリア…社団法人地上デジタル放送推進協会

（URL http://www.d-pa.org/）


